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      青島イオン夏祭り会場にて PR 

 

 

７月１９日から８月２日の二週間、青島イオン駐車場にて開催された夏祭りにおい

て、新潟市の観光バンフの配布等により、新潟市を宣伝しました。元済南市政府外事

弁公室職員で現在旅行業・貿易業を営む方のご紹介により実現したものです。 

（池田） 

 

 

 

 

 

 

中国の原発 

 

 

中国には現在４８基の原子力発電基地があり、更に世界最多となる１７基を新規建

設中です。総容量は約 5,000 万キロワット、アメリカ、フランスに次いで第３位。発

展を続ける中国経済を支えています。（池田） 

 

 

 

欧州市場を狙う中国企業 

 

 

先般イタリアの優勝で大いに盛り上がったサッカー欧州選手権（欧州ではワールド

カップより人気と言われている、４年に１度のサッカー大会）では、スポンサー企業

１２社のうち３分の１にあたる４社を中国企業が占めました。ハイセンス（家電）、VIVO

（携帯）、支付宝（アリペイ）、TikTok（動画アプリ）の４社です。どの企業もこの大

会を機に、新商品を投入するなどして欧州での知名度を更に高め、事業展開を図る予

定だそうです。（池田） 
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             北京郊外の避暑地、鷹嘴峰風景区 

 

 ７月２９日、北京市内で半年ぶりに新型コロナウイルス感染者が２人確認されまし

た。新型コロナウイルスの変異株による感染が急速に

広がることが懸念され、北京市政府は市民に対し、で

きるだけ北京を離れることをせず、当面は北京以外の

地域への旅行を控え、海外への渡航を避け、国内の中

高リスク地域に行かないよう注意を呼びかけました。 

実は、屋外で暑気払いできるところは、北京郊外の

房山区、門頭溝区、密雲区、延慶区、懐柔区に自然豊

かな避暑地が多数あります。今回は北京市の中心部か

ら５０キロ余り離れた門頭溝区に位置する鷹嘴峰風

景区をご紹介しましょう。 

鷹嘴峰は山頂の巨大な岩が、遠くから見ると、天を

仰いで翼を広げて飛び立つような鷹の嘴のように見

えるという不思議な景観から名づけられたそうです。 

鷹嘴峰の夏は緑に囲まれ、山間に水が常に流れてい

ます。透き通った小川があれば、強い勢いで流れ込む滝もあります。特に今年の７月

は北京の降水量が例年より多く山の麓にある天然の池の水が溢れていて、苔むした小

さな石橋の下に、まるで水の暖簾のよう

です。澄んだ流れ水に気持ちいいそよ風、

鳥のさえずりに木立ちの緑、いずれも人

に涼しさを感じさせてくれます。紫外線

が強い夏の日差が木々の枝や葉の隙間を

通り抜けると優しくなり、清らかな渓流

に反射されると虹色に輝きます。 

鷹嘴峰は景勝地がいっぱいな北京で決

して名高い観光スポットではありません

が、山、岩、森、草、滝、泉が調和した

人込み離れた自然避暑地です。（鞠） 

 

 

 

             北京でネコバスへ 

 

現在、ネコバスが北京に入って来ています。6 月 12 日から 10 月 10 日まで北京の今

日美術館で「宮崎駿とジブリの世界」アニメーションアート展が開かれています。 

展覧会は 4階から始まり、最初はスタジオジブリについて紹介し、3階ではアニメー

ションを制作するときの流れ、複製原稿、絵コンテなどが展示されています。「千と千

尋の神隠し」や「魔女の宅急便」など歴代のジブリ作品 300点近くを扱っています。2

階ではおなじみの「となりのトトロ」のネコバス、めいちゃんの家など実物と同じ割

合で縮小されたシミュレーターが設けられて、映画の世界が再現されています。 

入場は有料になっていますが、朝 10 時開館の開館 30 分前には既に大勢の人で長い

列ができています。子供連れの家族も、学生らしい若い人たちも、私と同世代の人た

ちも、みんなもワクワクして、開館を待っていました。やはり、ジブリの作品は中国

北京スタッフ便り１ 

 

北京スタッフ便り 2                        
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で年齢問わずとても人気です。 

コロナ禍で出国を控えている今、北京で大好きなアニメの世界に浸るのもいいです

ね。（邢） 

 

 

 

中国レポート  No.85 2021年 7月 

 

中国共産党は７月１日、建党１００周年を迎えた。当日、北京の天安門広場では７

万人参加の祝賀会が開かれ、習近平党総書記が演説を行った。この祝賀会を見て、感

じた事が２つある。１つは、天安門上に並ぶ党最高幹部を含め、祝賀会参加の７万人

が、１人としてマスクを着用していなかった事だ。これはごく一部地域では、散発的

に感染者が出ているものの、中国が世界に向かって、「新型コロナを克服した」とい

う宣言である。２つ目は、習近平演説の中で、特に目立った言葉が２つあった事。１

つは「中華民族の偉大な復興」、もう１つは「歴史を鑑に、未来を開く」である。 

 中国人にはある共通のトラウマがあると思う。それは、中国はかつて世界４大文明

発祥の地で、栄華を誇った時代が長く続いた。ところが近現代において、中国は没落

した。その１つの原因は、産業革命と政治革命により封建制を打破し、近代化に成功

した欧米の主要国が急速に力を付け列強を形成した。その後日本も列強に加わった。

それら列強に侵略され、中国は植民地、半植民地にされた事である。中国人が良く言

う「封建的、閉鎖的で腐敗した清朝」でさえも、アヘン戦争以前は、世界のＧＤＰの

約３０％強を占めていた。因みに当時米国のＧＤＰは世界の１．８％に過ぎなかった。

それでも中国（清朝）は列強の圧倒的な軍事力の前になす術もなく征服された。中国

人の多くは、中国が過去の栄光を取り戻し、国際社会でそれ相応の扱いを受け、役割

を果たすためには、強固な経済的基盤とともに、強力な国防力（軍事力）が不可欠だ

と固く信じている。習近平演説は、中国人のこの気持ちを体現しているように感じた。 

 ここ数年来、米中対立がエスカレートしている。これに対し、どうも日本人と中国

人の「感じ方、取り方」は違うように思う。ある中国の、国際政治が専門の友人と懇

談した時、彼は「中国は米国をはじめとする先進国の攻撃、制裁を受け、確かに厳し

い状況にあるが、国際社会がこぞって中国を非難しているわけではない」と言う。日

本では、中国が「極度の孤立」をしているように報じられ、多くの人はそう思ってい

る。上記の友人は、多くの中国人は、必ずしもそうは思っていないと言う。彼は「先

進国の多くは、米国に気を使い、中国包囲網に加わり、あるいは加わるポーズをとっ

ているが、内部は複雑で、一枚岩ではない」と言う。Ｇ７についても「イタリアは、

中国と『一帯一路』協力の協定を結んでいるし、独仏は必ずしも米英と歩を１つにし

ていない。日本は対中国の経済制裁に加わっていない。本当に強硬なのは米英のみだ」

西園寺 一晃先生の 
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と言う。また「Ｇ７の首脳声明では、中国の最も嫌がる『台湾』や『香港』を取り上

げたが、その後に開かれた、Ｇ７に加え新興工業国が参加するＧ２０会議では、『台

湾』、『香港』も、『人権』、『民主』も全くとり上げられなかった」と言い、「Ｇ

７など先進国ばかり見ていると、中国は極度に孤立しているように思うだろうが、発

展途上国、新興工業国まで広げてみると、中国が『極度に孤立』していると言うのは、

必ずしも事実ではない事が分かる」と言う。それでも彼は「米中が対立するのは良く

ない。この対立は米中双方の利益を損ない、世界経済の秩序と分業を乱す」と言った。 

 さて、中国経済だが、２０２１年第２四半期（４月―６月）の成長率は＋７．９％

だった。第１四半期が＋１８．３％だったから、経済の回復度は減速したとも言える

が、中国経済も、世界経済も落ち着きつつあるという事だろう。中国は世界に先駆け

て新型コロナを基本的に克服し、生産を正常な軌道に乗せた。そのため各国の生産能

力が未回復の時期において、中国は幾つかの分野で他の国の分まで供給を引き受けた

という状況があった。いわば「新型コロナ特需」だ。各国が徐々に生産を回復させ、

特に主要国において供給網が復旧するに従い、「特需」の部分が少しずつ萎みつつあ

る。その差が第１四半期の＋１８．３％と、第２四半期の＋７．９％であると言える。

もちろん他の原因もある。内需の相対的低迷、資源高、自動車やハイテク産業に不可

欠な半導体不足などである。 

 中国経済が着実に正常化、回復しているのは事実だ。生産状況を反映する鉱工業生

産高、消費動向を示す小売総額、外需をくみ上げる輸出入総額など、主な指標は堅調

に伸びている。経済回復をけん引したのは、新型コロナによる生産の落ち込みの反動

に加え、政府が推進する、ハイテク工場や低所得者用マンション建設等の固定資産投

資、好調な輸出などである。具体的な数字を見てみよう。上半期（１月―６月）の鉱

工業生産高は、対前年同期比＋１５．９％（１月―３月は＋２４．５％）、小売売上

総額は同＋２３．０％（同＋３４．０％）、固定資産投資は同＋１２．６％（同＋２

５．６％）だった。 

輸出入については、上半期（１月―６月）の総額が２兆７８５２億ドルで、対前年

同期比＋３７．４％、この内輸出は同１兆５１８３億ドルで、同＋３８．６％、輸入

は同１兆２６６８億ドルで、同＋３６．０％だった。第２四半期において、インドや

ベトナム、マレーシアなどで新型コロナデルタ株感染が爆発した。これらの国の輸出

受注の一部が、供給力のある中国に流れた。 

中国の上半期対各国・地域別輸出入を見てみると、輸出のトップは米国で、２５２

９億ドル（対前年同期比＋４２．６％）、次いでＥＵの２３３０億ドル（同＋３５．

９％）、以下ＡＳＥＡＮ２２５８億ドル（同３８．３％）、香港１５６８億ドル、日

本８００億ドル（同＋１８．７％）。輸入のトップはＡＳＥＡＮで、１８４９億ドル

（同３８．１％）、次いでＥＵの１５５２億ドル（同３８．８％）、以下日本１０１

３億ドル（同２７．９％）、韓国９９６億ドル（同２５．６％）、米国８７９億ドル

（同＋５５．５％）となっている。 

米中両国は、激しい貿易を含む経済戦争をしているが、中国の貿易相手国で、上半

期において総額、輸出とも一番伸びているのが対米である。米国の対中貿易赤字は一

向に減っていない。これは米国の中国製品に対するニーズが大きいという事で、米国

政府が人為的に阻止することは難しい。全体的に見ると、米国の対中経済制裁・封鎖

は、それほど効果を上げていない事が分かる。 

鉱工業生産や貿易、特に輸出の回復は早いが、堅調ながら相対的に回復が遅れてい

て、かつ不安定なのは消費である。もちろん新型コロナの影響は大きく、消費パター

ンが変わった事もある。通販やデリバリー食品の売り上げが大幅に伸びる一方で、贅

沢品、旅行、交通費などの消費が大幅に減った。上半期の小売売上総額は、対前年同
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期比＋２３．０％だった。消費とリンクする、新型コロナの影響で低下した雇用がま

だ正常化していないのは、政府の頭の痛いところである。上半期の都市新規雇用は６

９８万人。これは対前年比でみると＋２４％だが、新型コロナ前の２０１９年の同期

新規雇用７３７万人には届いていない。 

「消費のバロメーター」と言われる、新車販売を見てみよう。今年上半期（１月―

６月）の新車販売台数は１２８９万１０００台で、前年同期比＋２６．０％だった。

もちろん悪い数字ではないが、内訳を見ると、そう喜んではいられない。今年の第１

四半期の新車販売は６４８万４０００台で、対前年同期比７５．６％だった。第２四

半期に入り、４月は２２５万２０００台で、同＋８．６％だったが、５月から急減速

した。５月は２１２万８０００台で、同－３．１％、６月は２０１万５０００台で、

同－１２．０％。二桁の落ち込みは、新型コロナが深刻だった２０２０年３月以来１

５ヶ月ぶりだ。新型コロナの影響から、先行き不安が募り、ニーズが新車、高級車か

ら中古車へ転じたという事もあるが、大きな原因は半導体不足である。世界的な半導

体不足により、半導体の価格は上昇、新車などのコストは上がった。特に中国は、米

国の「半導体封鎖」を受け、必要な半導体が確保できず、通信や自動車産業に大きな

困難が生まれている。 

中国は米中経済戦争が始まる前から、労働集約型産業からハイテク産業への転換を

目指し、ハイテク産業に不可欠な半導体生産の自給率向上を目指す方針を出していた。

それは、ハイテク産業の育成を目指す上で、「アキレス腱」が半導体であることを認

識したからである。このアキレス腱を突いたのが米国であった。中国の半導体自給率

は、米中経済戦争前は約１０％、現在は約２０％まで向上したが、自動車向けの半導

体に限れば、自給率は１０％以下と言われる。世界の、半導体需要の約４分の１は中

国だ。この分野での、中国の海外依存度は非常に高い。政府目標の、２０２５年まで

に半導体自給率を７０％にするというのは、なかなか厳しいと思われる。しかし、半

導体の自給率を上げない限り、ハイテク産業面でいつまでも米国に首根っこを押さえ

付けられることになる。半導体を必要とするのは、自動車やロボットだけではない。

宇宙開発やハイテク兵器にも欠かせないものなのである。中国はまだ半導体製造装置

分野では、米国や日本、韓国、台湾より遅れている。中国が２０２０年に日本、韓国、

台湾から導入した半導体製造装置は、対前年比＋２０％の３２０億ドルだった。日本

が２０２０年に輸出した、中古半導体製造装置の約９割は中国向けだった。ハイテク

分野で、米国の圧力が増す中、これらをいつまでも外国からの輸入に頼ってはいられ

ない。今年から始まった第１４次５ヵ年計画では、特に米国の強みである高性能半導

体、ＯＳ、コンピュータ用プロ

セッサ、クラウドなどを「核心

技術」と位置付け、イノベーシ

ョンを起こすため、今後５年間

にわたり、研究開発予算を年平

均７％増やすと決めた。 

米中経済戦争下の中国を見て

いると、半導体だけではなく、

中国は米国に封鎖され、痛めつ

けられている分野に、集中して

資金をつぎ込み、技術人員を排

している。この結果が表れるの

はもう少し先の事であろうが、

米国の封鎖と圧力は、中国経済

【筆者プロフィール】 

 西園寺 一晃（さいおんじ かずてる）氏 

 １９４４年生まれ 

⚫ 明治の元勲・公爵・首相・枢密院議長である西園 

寺公望氏を曾祖父に持つ。  

⚫ 西園寺公一（きんかず）氏（第一回参議院議員・

日中文化交流協会常任理事）の長男。 

⚫ 北京大学経済学部卒業 

⚫ 朝日新聞社に在籍中は、日中関係の調査研究室長

などを歴任。退職後も中国問題の調査、研究にあ

たる。 

⚫ 現在工学院大学客員教授、北京大学客員教授、伝

媒大学客員教授、北京城市大学客員教授 
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を潰すか、あるいは中国経済の質的発展を加速させるか、どちらかである。その答え

は、第１４次５ヵ年計画（２０２１年―２０２５年）の結果に表れるかもしれない。 

北京では日常が戻っている。繁華街のマクドナルドハンバーガー店や、ＫＦＣ、スタ

ーバックスコーヒー店は相変わらず若者で賑わっている。ある米国の友人はこう言っ

ていた。「米中経済戦争は、そこそこで収めて欲しい。今は静かだが、いつ何時米国

製品不買運動が起きるかわからない。そうなれば、マクドナルド、ＫＦＣ、スターバ

ックスなどはひとたまりもない」。（２０２１年７月２４日）（止）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■お知らせ■■ 
 新潟市の中小企業、団体等が北京市内で経済活動を行うに当たり、様々な支援を行っています。 

お気軽にお問い合せください。 

【住所】中国北京市朝陽区建国門外大街 26 号 長富宮弁公楼 2014 室 

【メールアドレス】bjniigata@niigata-ipc.or.jp 

【URL】http://niigata.stars.ne.jp/zh/ 
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